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《 北米産大豆 》 

１５／１６年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が８月１２日発表した、１５／１６年度の世界大豆生産・需給予測によれば、 

生産量は前回比１.１％増の３億２，００５万トンとなった一方で、期初在庫は下方修正、需

要も上方修正となったことで、期末在庫は先月比４.９％減の８，６８８万トンとなりました。 

  

また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、作付・収穫面積が前回から減少し

たものの、単収の大幅な上方修正により生産量は前回比０.９％増となりました。需要予測は、

米国内の搾油需要が前回よりやや上方修正された一方、輸出量が減少したことを受けて、在庫

率が前回比１.３％増の１２.６％と上方修正されています。 

 

１５/１６年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億２，００５万ｔ （対前年比     ０.２％増） 

消 費 量 ３億０，９８６万ｔ （対前年比     ４.４％増） 

期末在庫量 ８，６８８万ｔ   （対前年比     ７.８％増） 

期末在庫率 ２８.０％      （対前年度差 ０.９ポイント増） 

１５/１６年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億０,６５９万ｔ （対前年比     １.３％減） 

消 費 量 ５，４２１万ｔ   （対前年比     １.７％減） 

輸 出 量 ４，６９５万ｔ   （対前年比     ５.５％減） 

期末在庫量 １，２７８万ｔ   （対前年比    ９５.７％増） 

期末在庫率 １２.６％     （対前年度差 ６.４ポイント増） 

 

 

〇15年産米国大豆生育情報 

 米農務省が８月３日に発表した８月２日現在の米国大豆の開花率は主要18州平均で、 

８１％（前週 ７１％、前年 ８４％、平年 ８３％）となっており、平年を２ポイント下回

って推移しています。ミネソタでは平年を１１ポイント上回り推移していますが、ミズーリで

は平年を２２ポイント下回り、カンザスでも１０ポイントの遅れがあります。 

 

 同日現在の着サヤ率は主要１８州平均で５４％（ 前週 ３４％、前年 ５４％、平年  

４９％）と平年を５ポイント上回り推移しています。ミネソタで平年を２９ポイント上回って

いる他、ノースダコタで１３ポイント、サウスダコタで１２ポイントと好調の一方、ミズーリ

では２０％と平年を９ポイント下回っています。 
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また、同日発表された８月２日現在の米国大豆作柄状況は、主要18州平均で普通 

２６％（ 前週 ２７％、前年 ２３％）、良好５０％（前週 ４９％、前年 ５５％）、 

優良１３％（前週 １３％、前年 １６％）で、優・良合せて６３％となっており、前週を 

１ポイント上回っているものの、前年を８ポイント下回っています。 

 

《 国産大豆 》 

〇平成２６年産国産大豆入札情報 

 平成２６年産国産大豆の７月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。 

それによると、上場数６，８０４トンで、落札が６，５５７トン、落札率が９６％という結果

となりました。６月と比較すると、平均落札価格は、６０ｋｇ／１，５９３円下落しました。 

 普通大豆の銘柄別では、高値を続けていた九州産フクユタカで６０ｋｇ/約４，０００円と 

大きく値下がりしています。結果として、九州産や東海産のフクユタカは値下がりを見せまし

たが、北海道や東北、日本海産はあまり下がりきらず、最後まで相場は高値が続きました。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １４年１１月    １，７０８ｔ    １，７０８ｔ    １００％  

     １２月    ３，３４７ｔ    ３，３０８ｔ     ９９％  

  １５年 １月    ８，５５１ｔ    ８，０５６ｔ     ９４％ 

      ２月    ８，４０９ｔ    ８，０４１ｔ     ９６％           

      ３月    ８，１２４ｔ    ７，５９０ｔ     ９３％  

      ４月    ７，０７３ｔ    ６，８８７ｔ     ９７％       

      ５月    ８，１１９ｔ    ７，９０２ｔ     ９７％  

      ６月    ７，２８２ｔ    ７，１６１ｔ     ９８％  

      ７月    ６，８０４ｔ    ６，５５７ｔ     ９６％ 

                                                 

    合 計   ５９，４１８ｔ   ５７，２１０ｔ   ９６．２％ 

 

〇２７年産大豆生産計画、作付６％増・集荷７％増を見込む 

 ＪＡ全農と全集連はこのほど、平成２７年産大豆の生産計画と集荷見通しを発表しました。 

それによれば、ＪＡ全農・全集連を合わせた２７年産大豆の作付面積は、前年比６．１％増の 

１１万６，０２３ｈａと拡大見通しにあり、これに平均単収をあてはめた集荷予定数量は 

７．０％増の１９万４，９３０ｔに達する見込みとなっています。 

 地域別では、北海道で２ケタの作付増加を見込んでいる他、秋田、宮城、栃木といった東北・ 

北関東や滋賀、福岡などで作付が増加する見通しとなっています。飼料用米との競合の中で、 

生産者の大豆生産への意欲の高まりが伺えます。 


